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イン ド亜大陸北東部に卓越する降水の変動周期につ い て
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1．はじめに

　 バ ン グラデシ ュ の 北に位置するイ ン ドメ ガ ラ ヤ 州チ

ェ ラプ ン ジ およびマ ウシ ン ラム は、世界最大 の多雨地

域 として知 られ て い る 。 上流で降っ た雨が河川を通じ

て 下流に流れ込むため、デ ル タ地帯とな っ て い る平均

海抜 10m の バ ン グラ デ シ ュ で は、毎年 の ように洪水 ・

氾濫が多発し て い る。したが っ て、南ア ジア モ ン ス
ー

ン 地域に おける降水変動を理解し予測す る こ とは 、社

会的に非常に重要 とな っ て い る。

　雨量デー
タや衛星デー

タな どか ら、イ ン ドお よ び バ

ン グラ デ シ ュ に卓越す る降水 の 変動周 期や 空 間構造 に

っ い て、様 々 なこ とが解明され て きた。先行研究によ

り、バ ン グラデシ ュ お よびイ ン ド北東部で は 7・25 日周

期の 降水変動 が 卓越す る こ とがわか っ て い る。しか し

なが ら、なぜイ ン ド亜大陸北東部で準 2 週間周期 が 卓

越 ずるの かにつ い て は、い まだ明らか に なっ て い ない 。

そ こ で 本研究で は、降水量 の ス ペ ク トル解析 で 明 らか

になっ た短周期年と長周期年 に焦点をあてて解析を行

っ た 。

2．デー
タおよび解析手法

　バ ン グ ラデ シ ュ お よびイ ン ド北東部の 42 地点に設

置 した雨量計 で測定 された雨量を使用 した e こ れ を 日

降水量に し、 標準偏差で規格化し 3 日移動平均 を施 し

た。 解析期問は 6・9 月の モ ン ス ー
ン 期 で ある。

ス ペ ク

トル 解析に は 5121−10110の 143 日間の 日降水量 を使用

した 。 しか しなが らこ れ らの 雨量計 は 2006 年以降に

順次設置 された こ と、また地点によっ て は欠測が多い

こ と か ら、デー
タが十分に揃 っ て い ない 。 この 問題 点

を解消するため、NOAA の om を使用 して ス ペ ク ト

ル 解析を試みた。また 、 環境場の解析に は NCEP 再解

析デー
タ （6時間間隔、水平解像度 1°

× 1°

）を使用 した。

3．結果

　欠 測 の な か っ た Meghalaya 州 Mawsynram

（25，17
°N

，
91．34°E）に おけ る 日降水量を使用 した ス

ペ ク トル 解析 によ り、2007 年は 10・20 日の短周期が、

2008年は 20−50 日の長周期が卓越するこ とが わ か っ た。

一
方、OLR を使用 したス ペ ク トル 解析 （図 1）で は、

2007 年は 10−20 日周期が、2008年 は 30−50 日周期が

卓越 して い た。そ こ で 2007 年 を短周期年、2008年を

長周期年 と定義 して、環境場の 違 い に着目 して みる。

　 日降水量の ア ノ マ リ
ーが ＋0．50 以上t −O．5σ 以下が 5

日以上続 くイベ ン トをそれぞれ Active 期1Break期 と

定義する と、2007 年 ・2008 年 ともに 、 Active期は

Bangladesh 周辺 が最 も OLR が低 くな っ て お り、

Break 期は OLR の 低 い とこ ろは ベ ン ガル 湾東部に 見

られた （図 2）。 2007年は Active期・Break期 ともに、

2008 年に 比べ て OI．R が よ り低くなっ て い た。地上観

測の データ で 見ると 2007 年は多雨年 で あっ たが 、 こ

の OLR の 様子か らも、イ ン ド亜大陸北東部で は対流活

動 が 活発 だっ た こ とが確認で き る。

　NCEP 再解析デ
ー

タを用 い て 850hPa に おけるコ ン

ポ ジ ッ ト解析 をす る と、Active期 は 2007 年 は

Bangladesh に南西 風 が、2008年は西 南西 の 風 が 流 入

し、

一
方 Break 期は両年ともに南風が流入 してい た。

ま た Active期の モ ン ス ー
ン ト ラ フ は 両年 と もに

Mawsynram の 北 に位置 し、　Break 期 は Bangladesh

の 南に南下 した。

　今後は、Active期の各々 の イベ ン トの 中で、日降水

量 が最大の 日を基準日 （DayO）として環境場の 時間変

化を コ ン ポジ ッ トし、発表 で はそ の 結果を示す予 定 で

ある。また、解析年数を増や して 統計解析する こ とで 、

何が イ ン ド亜大陸北東部に準 2 週間周期をもた らすの

か につ い て明らかにして い きたい
。
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図 1 ：Meghalaya州 Mawsynram に おける OLR の規格化 したス

　　 ペ ク トル 強度．灰太線が ZOO7 年，黒細線が 2008年．
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図 2 ；2007年・2008 年の ACtive期 ・Break期の OLR の 合成図．

一 560一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


